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津
軽
半
島
と
県
都
を
結
ぶ

～
青
森
市
北
部
の
近
現
代
史
～

【
問
合
せ
】　

市
民
図
書
館
歴
史
資
料
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
017
―
732
―
５
２
７
１
）

奥
内
村
と
後
潟
村

　

明
治
22
年
（
一
八
八
九
）
の
市
制
町
村
制

の
施
行
で
、
東
津
軽
郡
の
奥
内
村
は
七
つ
の

村
、
後
潟
村
は
五
つ
の
村
が
、
そ
れ
ぞ
れ
合【写真①】後潟支所（旧後潟村役場）（歴史資料室蔵）

【写真②】津軽森林鉄道の台車に乗って山に上がる作業員

たち（昭和39年５月１日・小山内文雄さん撮影〈泰斗舎

刊『写文集　愛しの昭和』より転載〉）

帯
で
し
た
。
こ
の
地
域
で
伐
採
さ
れ
た
森
林

資
源
は
、
明
治
42
年
（
一
九
〇
九
）
に
完
成

し
た
青
森
市
と
北
津
軽
郡
の
喜
良
市
村
（
現

五
所
川
原
市
）
を
結
ぶ
津
軽
森
林
鉄
道
に

よ
っ
て
、
青
森
営
林
局
（
現
森
林
博
物
館
）

の
敷
地
内
ま
で
運
搬
さ
れ
ま
し
た
【
写
真
②

③
】。
こ
の
た
め
奥
内
村
と
後
潟
村
に
は
、

森
林
鉄
道
の
支
線
が
張
り
巡
ら
さ
れ
た
の
で

す
（『
新
青
森
市
史
』
通
史
編
第
四
巻
現
代
、

第
二
章
第
四
節
）。

　

興
味
深
い
の
は
、
森
林
鉄
道
が
地
域
の
交

通
手
段
と
し
て
活
用
さ
れ
、
生
活
必
需
品
の

輸
送
に
も
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。
森

併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
両
村
共
に
第
一
次

産
業
を
生
業
と
し
た
歴
史
を
有
し
て
い
ま
す
。

東
側
を
青
森
湾
に
面
し
、
西
側
は
津
軽
半
島

の
山
地
で
、
北
津
軽
郡
と
隣
接
し
ま
す
。
集

落
は
海
側
の
南
北
を
走
行
す
る
現
国
道
280
号

（
旧
松
前
街
道
）
沿
い
に
並
ん
で
い
ま
す
。

　

戦
後
の
昭
和
30
年
（
一
九
五
五
）
に
奥
内

村
、
翌
年
に
後
潟
村
が
青
森
市
と
合
併
し
、

青
森
市
の
大
字
に
な
り
ま
し
た
【
写
真
①
】。

奥
内
と
後
潟
の
漁
港
で
は
ホ
タ
テ
の
養
殖
業

が
盛
ん
で
す
。
特
に
後
潟
漁
港
で
は
、
ホ
タ

テ
や
ホ
ヤ
な
ど
地
元
海
産
物
を
紹
介
す
る
た

め
「
う
し
ろ
が
た
漁
港
ま
つ
り
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

内
真
部
の
美
林
と

津
軽
森
林
鉄
道　
　

　

奥
内
村
と
後
潟
村
の
西
側
は
、
内
真
部
を

中
心
に
優
良
な
ヒ
バ
材
を
産
出
す
る
美
林
地

【写真③】津軽森林鉄道　木材をけん引するガソ

リン内燃機関車（木炭ガス発生装置付）（青森市

教育委員会蔵）

　

森
林
博
物
館
に
「
津
軽
森
林
鉄
道
」

常
設
展
示
室
オ
ー
プ
ン
！　

問
森
林
博
物
館
（
☎
017
―
766
―
７
８
０
０
）
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青森タイムトラベル ― 津軽半島と県都を結ぶ～青森市北部の近現代史～

る
状
態
で
し
た
。
動
員
業
務
も
十
分
に
機
能

を
果
た
せ
な
い
過
酷
な
状
況
だ
っ
た
こ
と
が

新
た
に
判
明
し
た
の
で
す
（『
新
青
森
市

史
』
通
史
編
第
三
巻
近
代
、
第
三
章
第
四

節
）。

　

昭
和
の
合
併
で
消
え
た
奥
内
村
の
役
場
文

書
は
、
貴
重
な
歴
史
資
料
で
す
。
現
在
、
い

ず
れ
も
青
森
市
民
図
書
館
の
歴
史
資
料
室
で

大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
元『
新
青
森
市
史
』通
史
編
執
筆
協
力
員
・

中
園
美
穂〈
青
森
県
史
編
さ
ん
調
査
研
究
員
〉）

【写真④】奥内海水浴場（昭和42年・広報広聴課蔵）

【写真⑤】

　奥内支所

　（旧奥内村役場）

　（歴史資料室蔵）

林
鉄
道
は
地
域
を
日
常
生
活
面
か
ら
も
支
え

て
い
た
の
で
す
。

　

森
林
鉄
道
は
４
月
か
ら
11
月
ま
で
の
季
節

運
行
で
し
た
。
こ
の
た
め
林
道
が
整
備
さ
れ

る
と
、
通
年
運
行
の
ト
ラ
ッ
ク
に
追
い
や
ら

れ
、
昭
和
42
年
（
一
九
六
七
）
に
姿
を
消
し

ま
し
た
。

津
軽
線
の
開
通
と
市
営
バ
ス

　

昭
和
26
年
（
一
九
五
一
）
に
青
森
市
と
奥

内
・
後
潟
両
村
を
結
ぶ
国
鉄
津
軽
線
が
開
通

し
、
油
川
・
奥
内
・
後
潟
の
各
駅
が
開
業
し

ま
し
た
。
国
道
280
号
は
、
冬
季
に
な
る
と
風

雪
に
よ
り
通
行
が
困
難
と
な
る
た
め
、
奥

内
・
後
潟
両
村
民
に
と
っ
て
津
軽
線
の
開
通

は
悲
願
で
し
た
。

奥
内
の
海
水
浴
場

　

護
岸
工
事
が
進
む
以
前
、
奥
内
地
区
の
海

に
は
、
遠
浅
で
美
し
い
海
水
と
砂
浜
を
有
す

る
海
水
浴
場
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
【
写

真
④
】。
昭
和
38
年
（
一
九
六
三
）
７
月
、

奥
内
小
学
校
の
校
地
内
に
海
水
浴
場
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
海
水
浴
場
は
子
ど
も
た
ち
の

体
力
向
上
や
健
康
増
進
な
ど
を
考
え
る
親
た

ち
の
願
い
か
ら
誕
生
し
た
の
で
す
。

　

当
時
、
県
内
で
校
地
に
海
水
浴
場
を
持
つ

こ
と
は
珍
し
か
っ
た
の
で
す
。
昭
和
42
年
の

夏
、
合
浦
公
園
の
海
水
浴
場
が
海
水
汚
染
の

た
め
封
鎖
さ
れ
た
際
は
、
市
営
バ
ス
が
停
車

し
、
最
寄
り
に
奥
内
駅
が
あ
る
奥
内
の
海
水

浴
場
は
大
変
な
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。
し
か
し

昭
和
47
年
、
奥
内
の
海
水
浴
場
も
海
水
汚
染

の
た
め
に
閉
鎖
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
海
水
浴
場
は
護
岸
さ
れ
、
今
は
ホ
タ

テ
養
殖
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
切
な
役
場
文
書

　

青
森
市
史
編
さ
ん
の
過
程
で
収
集
・
整
理

さ
れ
た
旧
奥
内
村
【
写
真
⑤
】
の
役
場
文
書

に
は
、
昭
和
12
年
（
一
九
三
七
）
の
日
中
戦

争
以
降
、
村
内
の
児
童
や
生
徒
ら
が
戦
争
へ

動
員
さ
れ
て
い
く
過
程
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
争
が
長
期
化
す
る
に
し
た
が
い
、
役
場

の
仕
事
は
繁
雑
と
な
り
ま
し
た
。
事
務
分
担

や
事
務
処
理
が
激
増
し
、
職
員
は
徴
兵
さ
れ

　

そ
の
一
方
、
津
軽
線
の
開
通
は
、
東
津
軽

郡
の
圏
内
を
走
行
す
る
青
森
バ
ス
が
ド
ル
箱

と
称
し
た
青
森
・
蟹
田
間
に
影
響
を
与
え
ま

し
た
。
こ
の
結
果
、
昭
和
29
年
に
青
森
市
営

バ
ス
は
経
営
の
悪
化
し
た
青
森
バ
ス
を
買
収

し
、
事
業
区
域
を
東
津
軽
郡
内
に
ま
で
広
げ

ま
し
た
。
奥
内
や
後
潟
両
村
と
県
都
青
森
市

の
交
通
上
の
結
び
付
き
は
、
昭
和
の
合
併
で

青
森
市
と
な
る
以
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
の

で
す
。

青
森
湾
の
砂
浜

　

青
森
湾
は
西
側
の
津
軽
半
島
と
東
側
の
夏

泊
半
島
に
囲
ま
れ
た
湾
で
す
。
西
側
の
奥
内

周
辺
に
は
大
字
の
「
西
田
沢
」
が
あ
り
、
東

側
の
平
内
町
に
は
「
東
田
沢
」
が
あ
り
ま
す
。

実
に
対
照
的
で
興
味
深
い
で
す
ね
。

　

青
森
湾
の
西
側
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
砂

浜
海
岸
だ
っ
た
の
で
、
奥
内
・
後
潟
両
村
は

波
浪
に
よ
る
浸
食
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
台

風
や
季
節
風
で
、
田
畑
や
道
路
は
も
ち
ろ
ん

家
屋
の
床
上
浸
水
な
ど
で
、
山
地
へ
家
屋
を

移
転
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
昭
和
33
年
（
一
九
五
八
）、
西
田

沢
か
ら
広
瀬
ま
で
が
海
岸
保
全
区
域
に
指
定

さ
れ
、
昭
和
37
年
度
以
降
に
護
岸
工
事
が
着

手
さ
れ
ま
し
た
。
西
田
沢
・
内
真
部
・
後
潟

な
ど
に
区
画
さ
れ
た
工
区
の
護
岸
工
事
が
進

捗
す
る
に
し
た
が
い
、
新
聞
で
報
道
さ
れ
る

波
浪
被
害
は
減
少
し
て
い
き
ま
し
た
。

タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル

お
知
ら
せ

健
康
元
気

ト
ピ
ッ
ク
ス

情
報
広
場
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